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 奈良朝以前に落合に住んでいた古代人はこつ然と姿を消したが、奥州に移住していたということが最近わかってきた。古代に始まる落合と奥州すなわち東北との深いかかわりが、そして、今次の東日本震災体験がすごろく制作の動機となった。平安末期より落合には鎌倉中ノ道西回りの古道が、西落合の西側に南北に通じていた（哲学堂通り）。「後三年合戦」のとき、源氏の棟梁八幡太郎義家の軍に従い参戦して、奥州を平定した後に落合に土着したという歴史・伝説が伝わる。古代人の話とは反対方向に、落合の地には奥州帰りの武家が住み始めたのである。 

 鎌倉街道すごろく絵巻 落合第 2地域センターまちの資料・読書コーナー 

2011年 11月～ まちの資料・読書コーナー展示  
落合と東北～鎌倉街道すごろく絵巻 
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    コミュニティ「おちあいあれこれ」作（二〇一一、十一、十三）

 

 かまくらを はなれて めざすは ひらいずみ 鎌倉を離れて目指すは平泉

 

たまがわを わたって はいる むさしのくに 多摩川を渡って入る武蔵国

 

おちあいは いせきざくざく ふるさとのち 落合は遺跡ザクザクふるさとの地

 

すみだがわ よしつね おって しずかごぜん 隅田川義経追って静御前

 

うつのみや さきもり おくる わかれうた 宇都宮防人送る別れ歌

 

しらかわのせき とのさまつくる なんここうえん 白河の関殿様つくる南湖公園

 

こおりやま たびびと おそれる きじょのやど 郡山旅人恐れる鬼女の宿

 

ふくしまや よりとも やすひら たたかう あつがしやま 福島や頼朝泰衡戦う厚樫山

 

あさくさで あみにかかった かんのんさま 浅草で網にかかった観音様

 
つくばから ほしくず とらえた はやぶさごう 筑波から星屑捕らえたはやぶさ号

 

みとならば うめと こうもん なっとうだ 水戸ならば梅と黄門納豆だ

 

なこそのせき よしいえ こえた おうしゅうじ 勿来の関義家越えた奥州路

 

はまどおり ふたばすずきりゅうで ひとっとび 浜通りフタバスズキリュウで一っ飛び

 

そうまでは まさかど のまおい ゆうそうに 相馬では将門野馬追い勇壮に

 

まつしまに えんにん こんりゅう ずいがんじ 松島に円仁建立瑞巌寺

 

いずぬまは わたりどりの ふゆのやど 伊豆沼は渡り鳥の冬の宿

 

ひらいずみ こがね はなさく せかいいさん 平泉黄金花咲く世界遺産

 

 ※源頼朝が幕府を開いた鎌倉の鶴岡八幡宮を「ふりだし」に、「あがり」は奥州平泉中尊寺（二〇一一年

世界遺産になった）。 金色に輝く本尊阿弥陀如来がおられる極楽浄土は、暑くも寒くもなく、光で覆わ

れた世界だと信じられている。光は悪魔を寄せ付けない。金色は光を連想させる。
 

落合・松島間は浜通り・中通りの二ルートがある。
 


